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第１章 個別施設計画の目的 
                                       
 

 １－１ 目 的   
 

 木島平村の下水道事業は、平成３年度に処理場用地から上木島方面の観光地域（高

社山）において公共下水道の整備に着手し、平成６年度に供用を開始しました。その

後、馬曲・糠千の山間遠隔地には農業集落排水施設を整備し、カヤの平高原等を除く

全居住地域に施設整備を進め、令和元年度末では、人口普及率が９９.８％となり、ほ

ぼ全村において下水道を利用できる状況となりました。一方で、事業初期に整備され

た処理場施設の設備は、標準耐用年数を超える老朽化を迎えており、今後さらに増加

する見込みであります。 

 そこで、下水道施設の機能を安定的に維持する予防保全型の施設管理を進めるため、

施設の状況を点検・調査によって的確に把握し、修繕等による延命化を図りながら改

築更新を計画的に実施することで事業費の縮減と平準化を図る「木島平村下水道個別

施設計画」を策定しました。 

 

 

 １－２ 位置付け   
 
 「木島平村下水道個別施設計画」は、下水道施設の改築更新の基本計画と位置付け

ます。また「木島平村下水道事業経営戦略」の投資計画（平成２７年度～令和８年度）

を基にし、経営戦略の見直し時には個別施設計画を反映させます。（図１） 

 

  

木島平村公共施設等 

総合管理計画 

 

木島平村公共

施設長寿命化

基本方針 

木島平村下水道事業経営戦略 

平成 29 年度～令和 8 年度（2026） 

（随時見直時に反映） 

計画を反映 

図１ 個別施設計画の位置付け 
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第２章 木島平村の下水道施設の現状 
                                       
 

 ２－１ 木島平村の下水道   
 

◆区 域 

 木島平村の下水道は、公共下水道事業、農業集落排水事業及び浄化槽事業により実

施しています。このうち公共下水道事業は特定環境保全公共下水道により、整備を進

めています。（図２） 

 

 
図２ 木島平村の下水道エリアマップ 

下水道エリアマップ 
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◆人 口 

 それぞれの事業区域の人口及び普及率は下記の表のとおりです。令和元年度末で木

島平村全体の人口普及率は９９.８％となっています。 

（令和元年度末） 

 計画区域内人口(人) 処理区域内人口(人) 人口普及率(％) 

特定環境保全   ４，４４０  ４，４４０  １００.０  

農業集落排水 １２５  １２５  １００.０  

浄化槽   ７８  ６９  ８８.５  

全 体 ４，６４３  ４，６３４  ９９.８  

表１ 区域別人口普及率 

 

 

◆施 設 

 木島平村の保有する下水道施設は下記の表のとおりです。今後は、これらの施設の

改築更新に多大な費用が掛かります。（表２） 

（令和元年度末） 

事業名 施設名  規模 

公共下水道事業 

終末処理場        １箇所 

マンホールポンプ場   ３１箇所 

汚水管路延長     ７８.２ｋｍ 

農業集落排水事業 

汚水処理場        ２箇所 

マンホールポンプ場    ４箇所 

汚水管路延長      ４.１ｋｍ 

戸別浄化槽事業 

 

設置基数        ２１基 

 

表２ 施設一覧 
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 ２－２ 老朽化の現状（管路施設）   
 

 木島平村の下水道管路は平成３年の事業着手から平成２７年度末までに、約７８㎞

が敷設されています。事業開始当初から部分的にヒューム管を敷設していますが、大

部分は塩化ビニール管を敷設しています。平成３年度から平成１３年度にかけて、下

水道の普及を促進するため、急速に整備を進めました。（図３） 

 今後、標準耐用年数５０年の老朽管が増加する前に、更新計画をたて対策を講じる

必要があります。 

 

 

図３ 年度別管路敷設延長 
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 ２－３ 老朽化の現状（処理場施設）   
 

 木島平村公共下水道の汚水処理施設は、特定環境保全公共下水道の木島平浄化セン

ターがあります。処理施設には土木建築設備や機械設備・電気設備があり、標準耐用

年数を超過した設備が増加しています。 

 

 

 

 

 

土木設備（回分槽） 

 

 

 

機械設備（紫外線消毒装設備） 

 

 

 

木島平浄化センター 平成６年供用開始 ２６年経過 
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 ２－４ 老朽化の現状（マンホールポンプ施設）   
 

 木島平村公共下水道施設には、合計３１箇所にマンホールポンプ場が設置されてい

ます。木島平浄化センターが比較的村の中心に位置しているため、他市町村・組合に

比べ数が多く、平成６年度から平成１７年度の間に建設されました。 
マンホールポンプ場には、マンホール、ポンプ設備、電気設備があり、標準耐用年

数を超過した設備が増加していますが、稼働時間の長短によりポンプ設備等は実際の

耐用年数と異なることから、各マンホールポンプ場の稼働時間による経年劣化の状況

調査が必要となります。 

 

 

 ２－５ これまでの更新計画   
 

 長寿命化計画は、施設の点検・調査の結果に基づき、施設緊急度が一定の水準を下

回る前に対策を行い機能維持や回復を図り、本格的な改築を先延ばしにすることでコ

スト縮減を図るものです。 

 また、終末処理場、マンホールポンプ場の施設においても、設備ごとに長寿命化計

画を策定し改築更新を行ってきました。（図４） 

 

 

図４ 長寿命化計画イメージ図 
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第３章 木島平村下水道個別施設計画 
                                       
 

 ３－１ 個別施設計画とは   
 

 これまでは、維持管理業者が５年ごとの短・中期的な更新計画を策定し、これに基

づき改築を行ってきました。 

 個別施設計画では、終末処理場及びマンホールポンプ場の施設全体を対象に、点検・

調査によって状態を把握し、リスク評価による優先順位付けを行ったうえで、長期的

な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理するものです。 

また、点検・調査、修繕・改築を一体的に捉えて管理することにより、施設の安全

性の確保、良好な施設状態の維持、施設全体のライフサイクルコストの低減を図るこ

とが可能となります。 
 

 

 ３－２ 計画の策定手順   
 
 下水道施設における個別施設計画の策定手順は、対象施設の規模や種類によって異

なりますが、概略の作業フローは図５のとおりです。 

 

 

 

 

 

  

劣化状況の確認 

目標耐用年数の設定 管理目標の設定 

改築事業量の算定 リスク評価 

長期改築計画の策定 

長期修繕計画の策定 

点検・調査計画の策定 

下水道個別施設計画 

図５ 策定手順 

基礎調査 
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第４章 処理場・マンホールポンプ場 
                                       
 

 ４－１ 目標耐用年数とリスク評価   
 

◆目標耐用年数 

  目標耐用年数は、過去の改築履歴や修繕履歴などの実績データ及び他市町村の事

例を基に設定し、設備をできる限り長く使うようにしています。 

  処理場の機械及び電気設備は、標準耐用年数が管路施設と比較して短く、「目標耐

用年数を過ぎた設備」が多数あり、また、高額な設備が多いことが問題となってい

ます。 

  このまま目標耐用年数どおりに更新すると、一時的に事業費が多額になり集中し

ます。そのため、リスク評価を行い、改築更新時期を調整することにより、事業費

の平準化を図ります。 

 

◆リスク評価 

  図６には、リスク評価の考え方を示します。施設情報の収集・整理、現地調査等

から影響度と発生確率からリスク分けをします。 

影響度は、設備の機能から汚水処理にどの程度影響するか判断して決めます。 

発生確率は、今後の故障発生率を現場調査、点検記録、設備台帳から求めます。 
 

  影響度と発生確率から、設備ごとにリスク分けをします。高リスク及び低リスク

の設備は以下のように扱います。 
 

  ・高リスクの設備 ： 目標耐用年数とほぼ同じ年数で改築更新します。 

  ・低リスクの設備 ： 目標耐用年数より長い年数で改築更新するか、壊れるま

で使用します。 
 
 

     

     

     

     

     

 

 

高リスク 

中高リスク 

中リスク 低リスク 

影響度 小 → 大 

図６ リスク評価の考え方 

大 

← 

小 

発
生
確
率 
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◆リスク評価による目標耐用年数 

  事業費を平準化するために、リスク評価による目標耐用年数を設定します。表３

には、設備の目標耐用年数を示します。 
 

  ・標準耐用年数    ： 国土交通省が定める更新の目安 
 
  ・目標耐用年数    ： 過去の実績から、標準耐用年数のおよそ 1.5 倍の年

数とし、できるだけ長く使うことを前提にした年数 
 
  ・リスク評価による  ： 高リスクの設備は、目標耐用年数どおりに更新し、 

   目標耐用年数      低リスクの設備はさらに延命して使用する年数 

 

 

 

分類 大分類 中分類 小分類 
標準耐用

年数 

目標耐用

年数 
リスク評価によ

る目標耐用年数 

土木・

建築 

管理棟 

躯体 コンクリート構造物等 50 年 75 年 80 年以上 

建具・仕上 ドア、シャッター等 10～18 年 15～27 年 15～40 年 

防水 屋根防水、水槽防水 10 年 20 年 20～30 年 

給配水・空調 瞬間湯沸器、冷温風暖房機等 15 年 22 年 22～40 年 

建築電気 分電盤、電灯、配管類 15 年 22 年 22～30 年 

防災設備 ― 8～18 年 15～27 年 15～30 年 

水処理施設 
躯体 コンクリート構造物等 50 年 75 年 80 年以上 

付帯設備 内部防食、グレーチング等 10～18 年 15～27 年 15～40 年 

汚泥処理設備 
躯体 コンクリート構造物等 45 年 67 年 75 年以上 

付帯設備 内部防食、グレーチング等 10～18 年 15～27 年 15～40 年 

機械 

設備 

沈砂池設備 
スクリーンかす設備、沈砂設備等 15 年 22 年 22～40 年 

主ポンプ設備 15 年 22 年 22～45 年 

水処理設備 
回分槽 15 年 22 年 22～45 年 

消毒設備、用水設備 10～20 年 15～30 年 15～40 年 

汚泥処理設備 
受入タンク等 10～35 年 15～52 年 15～55 年 

汚泥濃縮設備、汚泥脱水設備 15 年 22 年 22～40 年 

付帯設備 脱臭設備、ゲート設備、配管類 10～15 年 15～22 年 15～40 年 

電気 

設備 
電気計装設備 

受変電設備 遮断器、変圧器等 20 年 30 年 30～35 年 

自家用発電機設備 15 年 22 年 22～40 年 

電源設備 蓄電池盤、ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤、ＵＰＳ等 7～15 年 10～22 年 10～25 年 

負荷設備 動力制御盤、回転数制御盤等 10～15 年 15～22 年 22～30 年 

計測設備 流量計、ＤＯ計等 10 年 15 年 15～30 年 

監視制御設備 ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗｰ、通信装置等 7～15 年 10～22 年 10～30 年 

 

高リスク 低リスク 

表３ 設備の目標耐用年数 
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 ４－２ 年間改築事業費の目安   
 

 図７には、公共下水道施設の改築事業費の算定イメージ図を示します。 

 目標耐用年数どおりに更新すると、年度によっては一時的に事業費が多額となりま

す。 

 そのため、前節で示した「リスク評価による目標耐用年数」の範囲内で設備を更新

し、平準化を図り、高リスク設備の改築年度が早まる事業費を検討した結果、年間事

業規模を上限３千万円に設定します。 
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11 

 

 ４－３ 長期改築計画   
 

◆今後１０年間の設備更新計画 

 リスク評価による目標耐用年数で実施した場合の事業費を基に、今後１０年間の処

理場及びマンホールポンプ場の更新計画を図８に示します。その概要は表４のとおり

となります。 

 

 

分 類 施 設 名 称 更 新 方 法 

特別環境 

保全公共 

下水道 

木島平浄化センター 
 

マンホールポンプ場 

（31 施設） 

処理施設は、高リスクな機械設備の順に、

毎年工事を実施します。ただし、マンホール

ポンプ場で規模が大きい工事がある場合

は、施設全体の事業費の平準化を図るため

処理場の更新費を抑えます。 

農業集落 

排水事業 

処理施設２施設 
 

マンホールポンプ場 

（4 施設） 

 別冊「最適整備構想」のとおり工事を実施

します。（ただし、処理人口の減少や大規模

修繕などが発生した場合は計画を再検討す

る） 

表４ 設備更新の概要 

 

 

 

分類 施設名称 主な工事箇所 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

№2-1上澄水排出装置 ⇔
№2-2上澄水排出装置 ⇔
非常用発電機 ⇔
消防設備更新 ⇔
自動除塵機 ⇔ ⇔
№２汚水槽ポンプ ⇔ ⇔
№３濃縮汚泥供給ポンプ ⇔
ケーキ（汚泥）搬出コンベヤ ⇔
計装盤 ⇔
№１汚水槽ポンプ ⇔ ⇔
№１曝気ブロワ ⇔ ⇔
№１撹拌ブロワ ⇔ ⇔
№１スカム移送ポンプ ⇔ ⇔
№２汚泥脱水機 ⇔ ⇔

木島平浄化
センター

公
共
下
水
道

 

工事：⇔ 
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分類 施設名称 主な工事箇所 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

№１濃縮汚泥供給ポンプ ⇔
沈砂池・水処理設備１C/C ⇔
№２曝気ブロワ ⇔ ⇔
№２スカム移送ポンプ ⇔ ⇔
№１濃縮汚泥貯留槽撹拌機 ⇔
№１汚泥脱水機 ⇔
№２濃縮汚泥供給ポンプ ⇔
脱臭ファン ⇔ ⇔ ⇔
水処理シーケンサ１ ⇔
揚砂ポンプ ⇔
№１汚水槽撹拌機 ⇔
№３曝気ブロワ ⇔ ⇔
№2-1循環ポンプ ⇔
No.１汚泥貯留槽防食塗装 ⇔
№２汚水槽撹拌機 ⇔
№２撹拌ブロワ ⇔ ⇔
№2-2循環ポンプ ⇔
№１汚泥引抜ポンプ ⇔
№２汚泥引抜ポンプ ⇔
№１汚泥濃縮機 ⇔
№２汚泥濃縮機 ⇔
計装盤２ ⇔
DSP監視制御装置 ⇔
管理棟照明設備 ⇔
№１余剰汚泥供給ポンプ ⇔
№２余剰汚泥供給ポンプ ⇔
№３余剰汚泥供給ポンプ ⇔
№１薬品供給ポンプ ⇔
№２薬品供給ポンプ ⇔
水処理設備２C/C ⇔
ミストセパレーター ⇔
水処理設備３C/C ⇔
中町第１ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔
中町第２ ⇔ ⇔ ⇔
中村第１ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔
中村第２ ⇔ ⇔
平塚第１ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔
平塚第２ ⇔
中町第３ ⇔
池の平 ⇔

木島平浄化
センター

公
共
下
水
道

マンホール
ポンプ場
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分類 施設名称 主な工事箇所 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

中町第４ ⇔
西小路第１ ⇔
市之割第１ ⇔
西小路第２ ⇔
和栗 ⇔
小見第２ ⇔
中島第１ ⇔
中島第２ ⇔
中島第３ ⇔
南鴨第１ ⇔ ⇔ ⇔
中村第４ ⇔
高石第１ ⇔ ⇔
中村第３ ⇔ ⇔ ⇔
中村第５ ⇔
中村第６ ⇔
中村第７ ⇔
西部 ⇔
市之割第２ ⇔
市之割第３ ⇔
高石第２ ⇔
高石第３ ⇔
その他 ⇔

公
共
下
水
道

マンホール
ポンプ場

図８ 今後１０年間の処理場及びマンホールポンプ場の更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

 ４－４ 維持・修繕計画   
 

 予防保全型の施設管理においては、設備台帳等から設備の寿命を予測し、異常や故

障に至る前に対策を実施する必要があります。 

 そのため、表５の点検調査計画に基づき、日常点検、月次点検及び精密点検から設

備の異常を早期に発見し、修繕して延命を図ります。 

 また、表６の長期修繕計画に基づき、主要部品の交換を含めた大規模な修繕を行い

ます。 

 点検調査、修繕により施設の状況を把握し、個別施設計画との乖離をチェックして

定期的な見直しを図っていきます。 

 

 

分 類 施設名 点検調査箇所 

日常点検 

月次点検 

処理場 

回分槽設備 主ポンプ設備 送風機設備 

水処理設備 濃縮設備 脱水設備 

受電設備 負荷設備 計装設備 

脱臭設備 臭気測定 その他 

マンホールポンプ場 ポンプ設備 負荷設備 計装設備 

精密点検 

共通 消防設備   

処理場 
高圧遮断機点検 直流電源設備点検 地下タンク漏洩検査 

水質測定 環境測定 その他 

マンホールポンプ場 点検等により、必要に応じて実施 

表５ 点検調査計画 

 

 

分 類 長期修繕計画名称 

処理施設 

回分槽・し渣設備修繕計画 

主ポンプ関係修繕計画 

水処理設備ポンプ関係修繕計画 

脱水設備関係修繕計画 

送風機関係修繕計画 

直流電源装置修繕計画 

マンホールポンプ場 

水中ポンプ修繕計画 

水位検出装置修繕計画 

遠方監視装置修繕計画 

表６ 長期修繕計画 


